
① 学会・研修会・講習会等の名称： 

骨折の評価と運動療法の考え方 
～橈骨遠位端骨折を中心に～ 

 
②日 時：２０１８年１１月１８日（日）１０:００～１６:４５（受付９:３０～） 

 

③内 容： 

【講義概要】 

橈骨遠位端骨折は、全骨折の 1/6を占めるといわれるほど頻度の高い骨折で、尺骨骨折を合

併することも希ではありません。 

また、高齢者に起こりやすい骨折の一つでもあり、急性期病院からクリニックに至るまでセ

ラピストがかかわる可能性の高い骨折です。 

治療方法としては、保存療法や手術療法が選択されますが、比較的可動域制限を残しやすい

骨折でもあります。 

特に、掌屈・背屈とも 45°以上の改善に難渋された経験はないでしょうか？ 

 

本講義は、「骨折の機能解剖学的運動療法―その基礎から臨床まで― 総論・上肢編（中外

医学社）」をベースに、橈骨遠位端骨折に対する整形外科的な治療の考え方、画像所見の取

り方、理学療法評価、可動域の改善を主眼に運動療法を考えたいと思います。 

 

 

④ 講 師：松本 正知 先生 
（桑名市総合医療センター リハビリテーション科 副室長・理学療法士） 

 

⑤ 会 場：株式会社 gene 本社 セミナールーム 
 

⑥ 受講費：１２，５００円（税込）  
 

⑦ 定 員：５０名 
 

⑧ 申込先：株式会社 geneホームページよりお願い致します。 
 

⑨ 締 切：定員になり次第締め切り 
 

⑩ 主 催：株式会社ｇｅｎｅ（愛知県士会後援依頼申請中） 

https://www.gene-llc.jp/seminar_info/?id=1526112382-641988

